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運営委員長　金田　和弘
在瀋陽日本国総領事館　大連出張駐在官事務所より下記のお知らせがありましたので、ご案内致します。

記
粉ミルクの持ち込みが可能となりました
（２０１０．０９．２９）
粉ミルクの持ち込みが可能となりました。

この度、国家質量監督検験検疫総局、農業部は合同で「口蹄疫発生国家から一部関連製品の輸入を認めることに関する公告」を出しましたので、お知らせいたします。

これを受け、９月２９日、当館から遼寧省出入境検験検疫局大連空港弁事処に確認したところ、【粉ミルクの持ち込みが可能となった】とのことです。
なお、大連空港では以前から肉類及び水産物の携帯持ち込みは禁止されており、発見された場合、廃棄処分となりますので、あわせてご注意ください。
問い合わせ先：遼寧省出入境検験検疫局大連空港弁事処（電話：８３８８－６２６３）

詳しくは、以下のホームページをご確認下さい。
●国家質量監督検験検疫総局のホームページhttp://www.aqsiq.gov.cn/zwgk/jlgg/zjgg/2010/201009/t20100919_155807.htm
（当館仮訳）
　「口蹄疫発生国家から一部関連製品の輸入を認めることに関する公告」（国家質量監督検験検疫総局、農業部共同公告2010年第99号）
口蹄疫の侵入を防止し、我が国の畜産業の安全と人体の健康を保護するため、国家質量監督検験検疫総局と農業部は、公告を発出し口蹄疫発生国家及び地域からの関係動物とその製品の輸入を禁止していた。
リスク分析評価の結果、本日より口蹄疫に関する乳製品の輸入禁止措置を取り消し、口蹄疫の発生国家及び地域から、健康な動物からの、加工処理され口蹄疫ウィルスがなく感染させることのない乳製品の輸入を認める。輸入乳製品は我が国の関係法令等の規定に合致しなければならず、合致しないものは輸入できない。
旅行者に認められる携帯品、郵送品の乳製品は粉ミルクに限られる。
2010年9月7日
